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1．は じめ に

　 降水 の 河 川 へ の 流 出 特 性 は，そ の 流域 に 分 布 す る 地

質 の 影響 が 大 き い と言 わ れ て い る
1）2＞．例 え ば，火 砕流

や火 山岩類 が 分布す る 地域 は 渇 水 比 流 量 が 大 き い が ，

こ れ は 多孔 質 な 火 山 噴 出 物 が 地 下 水 貯留機 能 を も ち，

そ れ が 渇 水 比 流 量 を 大 き く す る と考 え られ て い る 1｝．

し か し，こ れ ま で の 流域 の 流出特性 の 解析 は ，概略的

な 地 質分 布 と流 量 の 関係 の 検 蓄1に 留 ま り，流 域 の 詳 細

な 地 質構 成 や 地 形 ，降水 量 な ど の デ
ー

タ と の 関 係 は 議

論 さ れ て い な い ．

　 そ こ で 本 研 究 で は，北海道 の 流 量 観 測 所 が あ る 河 川

流域 を 対象 に ，定 量 的 な 地 形 ・地 質や 水．文デ ータ を用

い て ，流 域 が も つ 水 文 特 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た，

2，研 究対象流域

　 研 究 対象 流 域 は ，図一1 に 示 す 北 海 道 の 88 の 流 域 で

あ る．こ れ ら の 流 域 は ，流 量 観 測 データ が ダ ム の 影 響

を受けない よ うに ，流域 内 に 原則 と し て ダ ム が な い こ

と，あ る い は ダム が 建 設 され る 前 の 流 量 データ が
．．
卜分

に あ る こ と を 条件 に 選 定 し た ．流 量 観測デ ー
タ は ，国

土 交 通 省 の 「水 文水 質デ ータベ ース 」 と北 海 道 十 木 脇

会の 「雨 量 ・水位 ・流量年表 」 を使 用 し た．

3．流域 の 定量デ
ー

タ

　本 研 究 で は，流 域 を 特 徴 づ け る 定 量 デ
ー一

タ と し て，

次 の 値 を計算 し た ．

1）地 質 構 成 率 （％ ）； 流 域 内 の 地 質 構 成 は ，20 万 分 の 1

地 質 図 幅な ど に 基 づ き，沖積層，段 丘 堆 積物 ，そ れ 以

外 の 更 新統，火 砕 流 （第 四 紀 と新 第 三 紀 ），火 山岩 類 （第

四 紀 と新第 三 紀），堆 積岩類（新第 三 紀 と 古第 「 紀 以 前），

貫入 岩 ・深 成 岩 ，付 加 体 構 成 岩 類 ，変 成 岩 の 12 種 類

に 分 け，そ れ ぞ れ の 構 成 率 を 算 出 し た （表
・1），

2）険 し さ の 指数 ： 流域 の 起 伏度（険 し さ）を 表 す も の で ，

次 式 で 求 ま る 3）．地 形 デ
ー

タ は，基 盤 地 図 情 報 の 「
．
10m

メ ッ シ ュ 標 高」 を 使 用 し た ．

　 　 　 険 し さの 指 数 ＝流 域 体 積 ÷ 流 城 面 積 1・5

　流 域体積 ： 流域 の 流 出 点 と上 流 側 地 形 喞 と の 比 高の 総和

3）流域 年降 水 量 （mm ）： 気 象 庁 の 「メ ッ シ ュ 気 候 値

20001 に よ る 1971 〜2000 年 ま で の 降水 量 を流域 ご と

に 抽出 し，流域 内 の 年降水 量 の 平 均 値 を 算 出 した ．

　な お，胄水 ・渇 水 比 流量 （m31g ．ec ！100kmZ ）と 溺己域 面 積

（km2 ）は 各 流量観測資料 の 値 で あ り，流 量 は 観 測期 間

（1964 〜2008 年 ）の 最 低 で も 5 年 以 上 の 統計 年 数 が あ

る も の を採 用 し た 、こ れ ら の 流域 デ ー
タ を 表

一1 に 示 す．

図
一1　 研 究 対 象 流 域

　4．　検言寸手 」1貭

　　流域 の 水 文特性 の 検討 は 〜欠の 手 順 で 行 っ た ．

　1）刻象 流 域 全 体 の 流 域 年降 水 量 と豊 水 比 流 量 お よ び 渇

　水 比 流 量 の 関係 を そ れ ぞ れ 確 認 ．

　2）地 質 構 成 率 を 用 い た 流 域 の ク ラ ス タ リ ン グ（ウ ォ
ー

’
ド法 ）に 基 づ き ， 流 域 内 の 構 成 率 が 最 も 高 い 地 質 に よ り

　流 域 を 分 類 （ク ラ ス ターを 微修 正 ）．

　3）各 地 質 グル
ープ 内の 流域 で ，流域年降水量 と 豊水 ・

　渇 水 比 流 量 の 関 係 お よ び 険 し さ の 指 数 と豊 水 ・渇 水 比

　流 量 の 関 係 を 検 詞 ．

　4）そ れ ら の 関係図か ら 北海道 の 流域 の 水 文 特性 を 考察．

5，結果 と考察

（1）地 質構成 に よ る流域 区 分 と豊水 ・渇 水 比 流 量

　 各 流 域 内 に 最 も 広 く 分 布 す る 地 質 に 基 づ き 研 究 流

域 を 分 類 す る と ，11 の 地 質 グル ープ に 区 分 で き た （表

一1），こ の うち，そ れ ぞ れ の グ ル ープ に 所属す る 流域 が

5 個 以 上 あ る も の が 7 つ あ り，そ れ ら の 豊水 ・渇 水 比

流 量 お よび 流域年降水 量 の 平均 は 次 の よ うに な る．

　　　　　　　　　　 比 流 量（mitsecAOOkm
コ

）　 年 降 水 量

　　　　　　　　　　　 豊 7k 　 　 渇水 　 　 （mm ）

段 丘堆 債 物

第 四 紀 火砕 流

餌5「刀』糸己ヅく 山 岩 サtt
新 第

一
紀 火 山岩 類

新第 ．、紀堆 積岩 類

古 第三 紀 以 前 堆 積
．
岩 類

．

付加 体構 成岩 類

2．893
．937
、627
、034
．423
．874
．51

0、822
．092
．3DG
．980
．910
．59G
．70

1084132417101430131712091270

　 こ の 結 果 か ら 第 四 紀 火 砕流 と 火 山 岩類 が 広 く 分布

す る 流 域 は，年 降 水 量 が あ ま り変 わ ら な い 他 の 流 域 に
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表一1　 流 域 の 水 文データ と地質 構 成
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水 比 流 呈 が 大き い こと が わ か り ， 既存の研
究
結 果 を 検言

m ． す る 結 果 とな っ た ． （ 2 ）流 域 ご と の 年 降 水 量

曹水 ・渇水比流 量 の関 係 　全 研究流 域 の流 域年 降

量 と 費水・
渇水比 流 量 の関 係 を 見 ると （図一 2 ），年

水 呈 と 豊 水比 流 量 の 重相関係 数 R2 が 0 ．56 と

る 程 度 の 相 関 が 認めら
れろが，

渇
水 比 流量 とのそ れ は 0 ， 3

ﾆ 相 関 は 強 く ない ． と こ ろ が， 各地質グルー プの 流 域

と で 流 出特 性（ 図 一 3 ） を 見 る と， 第四 紀 火 砕 流 ，新

三紀 堆 積 岩 類， 古 第 二紀 堆 積娼類， 付 加体構 成岩

の流域
で什降 水 量 と 豊 水 比 流 量 との関 係がR2 −

D8 以 上 と 強 い相 関 が み ら れ た． ま た ， 渇 水 比 流

で も 第 四 紀 火 砕 流 ，第 四 紀 火 山 岩 類 ， 付加体 構 成岩 類

流域 でR2 ＝O ． 53 〜 0 ． 86 とな

， 年 降 水量 と の

滑 ﾖ が あ る こ と が わ か っ た

特 に 付 力 II 体 構成岩類 の 流

域 は ， 曹 水 ・ 渇 水 比 流 量 と

にR2 ＝0 ． 8 以 上 となり ，

N 間 を 通 し 流 出 量 が降 水に規

さ れてい ろと考え ら れ る ．一方

堆 積 岩 類 の 流 域では ， 年 降水

と渇 水 比 流 量 と の 相 関 が

い か全 く な い ．以 上のよ う な

水 量 と 比 流 量

関 係 か ら ， 流 域 地 質 の 違 い

lt る 流 tH 特性 の 解釈

し て ， 次 の こ と が 考 え ら れ

． 　 　 　豊 水 比 流量

降 水 旦 が 多 い 時期 の 流出 量

あ る こ とか ら ，降水 か 直

流 出 し た短 期 流 出と考 え

れ る 　 こ のた め 降 7k 量 と

相 関 が 掻い と 考 え ら

る．た だ し ， 火 III 岩流 域 で は 多 孑 1 質

の岩質 の た め ， 豊 水期 て も 地 「 浸 透 が あ

， 表 曲 流 出 量

ばら つ く

か も 知 才 し な

． 　
　
　渇水

流 量 　 流

地下水 と 関わ

長 期 流 出

あ る こ とか ら

年降 水 量との

関 が 豊 水 比 流

ほ ど 強く ない ．

ｾ し ， 付 加体

構 成 岩 類 の 流

或は 亀 ． 裂 の

い岩 質 を

映 し，降水 が

透 す る が

環 が速く ， 年

の 降 水 量

応 じ て 渇水比流

が 決まる も の

思わ れ る ， （3 ）

しさ の 指 数 と豊水・ 渇

比 流 量 の 関 係
　

地

の 険 しさと 流 出 量 の 相

が 良 い のは ， 第 四

火砕流 と付 加 体構 成

岩 類 の 流 域で あ る

図一 4 ） ． 特に付

体 構 成 雇 類 の 流 域

では，翳水 ・ 渇 水 比

量 と もに R2 ＝ 0
7 以 上と相関 が

| 僉 レ 、 ． こ び） 2

ｬ 域 で は 降 水 量 が

く な る と 地 形が 険

くなる傾 向が

り ， 降 水 が 地 形 形

の 主 な 制 限 因 子 に

ﾈ っ

いると 考
えら 才 し

る
．

　 　　 6 ． ま と め 　

研究 は，北海道の 流域をその分
地 質の

成比に よ り
クループ 分 け

し

そ れ ぞれ の 地 質 グ ル

プの 流出勃性 を検
討
した，その結果，

出量は年降水量 に相 関するが，流域
構 成

す
る地質よって流出量

i 割 合 ） が 異 なるこ
が

か った，
に 第四紀

火砕流

付加
構 成岩

ﾞ の流域

は，

降
の 流N割合が 異なるにも 関わら ず両者の関係が 密接で，し かも降水が

n 形 形 成 に も 影 響 し て い
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と
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